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～城下町として発展～ 
白河市の中心市街地は、江戸時代に白

河藩 10 万石の城下町として形成され、

明治 20 年に鉄道が開通してからは、白

河駅を中心として北側に官公庁、南側に

商店街が立地し、行政・経済・文化の中

心として発展してきました。 

このため、市街地には行政機関や医療

機関、金融機関、商店など多様な都市機

能が集積しています。 

～豊富な歴史的・文化的資源～ 
城下町として発展してきた歴史を持つ

中心市街地には、白河小峰城、白河だる

ま、白河提灯まつりなどの歴史的・文化

的資源、白河駅舎、寺社仏閣や蔵などの

景観資源が数多く残されています。 

～市街地の外延化・空洞化～ 
昭和 40 年頃から市街地は郊外に向か

って外延化し、昭和 57 年の東北新幹線

開業後は、新白河駅付近の幹線道路沿い

に大型店舗が急増し、また高齢化による

後継者不足によって空き店舗が増加する

など中心市街地の空洞化が進み、賑わい

が失われてきています。 

Ⅰ 中心市街地の概要 

人口減少、少子高齢化社会を背景に、拡散した社会基盤の維持に伴う行政コストの増加や、買

い物や通院など日常の生活が困難と感じる人の増加などが懸念されています。 

今後、質の高い住民サービスを維持していくためには、コンパクトな街を一層推進し都市機能

が集約されている中心市街地を核として、市全域へと広がる複合的なサービスの提供につなげて

いくことが必要です。 

  

白河市中心市街地（2 期計画エリア） 

H11.3 月～          H21.3 月～H26.3 月   H26.4 月～H31.3 月  H31.4 月～R6.3 月（予定） 

中心市街地活性化 

基本計画 

（1期計画） 

中心市街地まちづくり 

基本構想（旧基本計画） 

中心市街地活性化 

基本計画 

（2期計画） 

中心市街地活性化 

基本計画 

（3期計画） 

国認定計画（1 期・2 期） 市任意計画（3 期） 

▼中心市街地活性化に向けた計画の策定 
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■1 期計画の目標達成状況 

基本 

方針 
指 標 

基準値 

（年度） 

目標値 

（年度） 

最新値 

（年度） 

達成 

状況 

① 居住人口 
2,999 人 

（H20） 

3,040 人 

（H25） 

2,727 人 

（H25） 
未達成 

② 
小売業及び一般 

飲食店事業所数 

203 事業所 

（H20） 

209 事業所 

（H25） 

177 事業所 

（H25） 
未達成 

③ 平日歩行者通行量 
2,175 人／日 

（H19） 

2,400 人／日 

（H25） 

2,644 人／日 

（H25） 
達成 

 

■1 期計画の主な事業 

 

 

 

白河駅前多目的複合施設整備事業(りぶらん) 

 

交通結節点である白河駅前に図書館、地域交流、産業支援の各

機能を備えた多目的複合施設やイベント広場などを整備した結

果、市民の学習・文化活動やイベント開催の機会が増加した。 

 

オープン：平成 23 年 7 月 

来館者数（H29）：291,213 人 

貸出利用者数（H29）：147,948 人 

 

白河駅舎活用事業(えきかふぇ SHIRAKAWA) 

 

白河駅舎の待合室を改装し、平成 21 年 9 月に「えきかふぇ

SHIRAKAWA」としてオープンした。地域住民の休憩や鉄道利

用者の待合、来街者への情報発信に活用されている。 

 

オープン：平成 21 年 9 月 

利用客（H29）：16,289 人 

 

【1 期計画の概要】 

計画期間  平成 21年 3 月から平成 26年3 月まで 

  コンセプト 歴史・伝統・文化が息づく市民共楽の城下町 

  基本方針  ① 城下町の快適な暮らしづくり 

        ② 匠の技とおもてなしの商店街づくり 

        ③ 市民共楽のふるさとづくり 

Ⅱ-① 1 期計画の取組み 

事業数 54事業 

・ハード事業 21 

・ソフト事業 33 

事業進捗 92.6％ 

・完了  50 

・未実施 4 
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旧農協会館住宅整備事業(レジデンス楽市-Ⅰ) 

 

旧農協会館跡地に、1 階をテナント用、その他の階を住宅とし

た複合ビルを整備し、平成 25 年 8 月に「レジデンス楽市-Ⅰ」

として落成した。居住人口や歩行者通行量の増加に寄与した。 

 

オープン：平成 25 年 8 月 

入居率（H30,11 月現在）：100％ 

 

中町蔵活用事業(楽蔵) 

 

大正時代からの蔵など、歴史的な建造物を含む既存施設を活か

して整備し、平成 23 年 6 月に「楽蔵」としてオープンした。

白河だるまなどの伝統工芸や地場産品の販売などにより、街な

かの買物や観光情報発信の拠点となっている。 

 

オープン：平成 23 年 6 月 

利用者数（H29）：40,510 人 

 

商業施設整備事業(ヨークタウン白河横町) 

 

平成 23 年 6 月に白河厚生総合病院跡地に「ヨークタウン白河

横町」がオープンし、生鮮食品等を購入できる環境が整うとと

もに既存商店街への回遊を促し、歩行者通行量の増加に大きく

寄与した。 

 

オープン：平成 23 年 6 月 

 

商店街活性化事業(一店逸品運動) 

 

白河まちなか逸品実行委員会を立ち上げ、各個店が自信を持っ

てお薦めする逸品を PR するためのパンフレットの作成やツア

ーの企画などを行った。参加者から好評を得るとともに、まち

づくりに対する商業者の自主的、積極的な意識の醸成にも寄与

した。 
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■2 期計画の目標達成状況 

基本 

方針 
指 標 

基準値 

（年度） 

目標値 

（年度） 

最新値 

（年度） 

達成 

状況 

① 
市全域に対する中心市

街地の居住人口の割合 

4.33％ 

（H25） 

4.47％ 

（H30） 

4.11％ 

（H30） 
未達成 

② 
小売業及び一般 

飲食店事業所数 

178 事業所 

（H24） 

192 事業所 

（H30） 

171 事業所 

（H30） 
未達成 

③ 平日歩行者通行量 
2,718 人／日 

（H24） 

2,920 人／日 

（H30） 

3,024 人／日 

（H30） 
達成 

 

■2 期計画の主な事業 

 

  

（仮称）白河市市民文化会館建設事業  

 

白河駅前に文化芸術を機軸とした新たな白河文化交流館コミネ

ス、駐車場を整備し、市民の文化芸術活動の活性化を図るとと

もに、中心市街地の魅力を高め、賑わいを創出した。 

 

オープン：平成 28 年 10 月 

来館者数（H29）：129,015 人  

マイタウン白河活用事業 

 

外壁の劣化が進行しているため、良質な都市景観の形成に配慮

し、改修工事を行った。様々な人々が多様な目的に合わせて日

常的に集う、街なかの交流促進を担う拠点として活用されてい

る。 

 

オープン：平成 28 年 1１月 

利用者数（H29）：158,618 人 

 

【2 期計画の概要】 

計画期間  平成 26年 4 月から平成 31年3 月まで 

  コンセプト 歴史・伝統・文化が息づく市民共楽の城下町 

  基本方針  ① 城下町の快適な暮らしづくり 

        ② 匠の技とおもてなしの商店街づくり 

        ③ 市民共楽のふるさとづくり 

事業数 96事業 

・ハード事業 21 

・ソフト事業 75 

事業進捗 99.0％ 

・完了又は実施中 95   

・未実施     1 

Ⅱ-② 2 期計画の取組み 
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小南湖周辺活性化事業 

 

小南湖の丘陵地は、丹羽長重廟、松平直矩・基知の墓所など白

河藩の歴代大名家墓所が所在していることから、周辺を史跡公

園としてまちなか回遊の拠点として整備した。 

 

竣工：平成 30 年 3 月  

二番町住宅整備事業 

 

実施主体が所有する民有地に、3 階建ての集合住宅を整備し、

平成 30 年 7 月に「グラン大町」として落成した。今後、居住

人口や歩行者通行量の増加への寄与が期待される。 

 

オープン：平成 30 年 7 月  

商工会議所会館跡地住宅整備事業 

 

商工会議所跡地に、5 階建ての集合住宅を整備し、平成 31 年 2

月に「レジデンス楽市-Ⅱ」として落成した。今後、居住人口や

歩行者通行量の増加への寄与が期待される。 

 

オープン：平成３１年２月 
 

白河市屋内遊び場「わんぱーく」運営事業 

 

マイタウン白河の利用促進並びに中心市街地の子育て支援機能

の強化を図るため、3 月 25 日「白河市屋内遊び場「わんぱーく」」

としてオープンした。今後、歩行者通行量の増加やマイタウン

白河の利活用促進が期待される。 

 

オープン：平成３１年３月 
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■第２期計画個別事業の進捗・完了状況（平成 31 年 3 月 1 日現在） 
 

 

 

No 事業名 事業期間 事業進捗状況

1 （仮称）白河市市民文化会館建設事業 H23～H28 完了

2 市民会館南線・北線整備事業 H28～H30 完了

3 安全・安心身近な整備事業 H24～H30 実施中

4 小南湖周辺活性化事業 H25～H29 完了

5 身近なまちづくり支援街路事業（郭内南湖地区、A=76ha） H12～ 完了

6 国道294号白河バイパス整備事業（L=4,120m） H7～ 実施中

7 白河停車場線無電柱化事業（L=210ｍ） H25～H27 完了

8 道場小路金勝寺線道路整備事業 H26～H27 未実施

9 白河駅白坂線整備事業（向新蔵）（L=188m） H27～H31 実施中

10 歴史的風致形成建造物保存修景事業 H23～ 実施中

11 屋外広告物規制対策事業 H25～H30 実施中

12 景観まちづくり支援事業 H24～ 実施中

13 歴史的まちなみ修景事業 H21～ 実施中

14 旧脇本陣柳屋旅館建造物群整備事業 H24～H29 完了

15 しらかわ歴史回廊事業 H25～H27 完了

16 白河歴史教科書作成事業 H24～ 実施中

17 小峰城跡災害復旧事業 H23～H30 実施中

18 小峰城跡史跡整備事業 H26～ 実施中

19 ポケットパーク整備事業 H24～ 完了

20 景観形成事業 H21～ 実施中

21 しらかわ歴史景観「蔵ウォーク」 H21～H26 完了

22 伝統的技術伝承事業 H24～ 実施中

23 歴史街歩きマップ作成事業 H30～ 実施中

24 市民駐車場整備事業 H28～H29 完了

25 市民文化会館運営管理事業 H25～H28 完了

26 マイタウン白河活用事業 H27～H28 完了

27 市民文化会館プレイベント開催事業 H25～H27 完了

28 白河市民会館さよならイベント H28 完了

29 りぶらん古本バザール事業 H26～ 実施中

30 りぶらん利用促進講演会 H26～ 実施中

31 りぶらんおはなし会事業 H23～ 実施中

32 りぶらん映画上映会事業 H23～ 実施中

33 おひさま広場推進事業 H17～ 実施中

34 在宅医療推進事業 H26～ 実施中

35 新規医療施設開業促進事業 H26～ 実施中

36 高齢者サロン事業 H21～ 実施中

37 （仮称）マイタウンわくわくパーク整備事業 H30～ 実施中

38 マイタウン白河活性化事業 H30～ 実施中

39 商工会議所会館跡地住宅整備事業 H29～H30 完了

40 二番町住宅整備事業 H29 完了

41 街なか集合住宅建設助成事業 H21～H30 実施中

42 子育て世代集合住宅家賃補助事業 H26～ 実施中

43 空き家バンク事業 H29～ 実施中

44 空き家改修等支援事業 H29～ 実施中

45 （仮称）「住宅型有料老人ホーム　せせらぎ通り」整備事業 H25～ 完了

46 空室情報提供事業 H26～ 実施中

47 街なかあったかサービス事業 H24～ 実施中
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※平成 26 年度通行量調査の結果、大きな交通障害（渋滞）は見込まれないとの判断に至り、未整備とした。 

48 空き店舗家賃補助事業 H21～ 実施中

49 空き店舗改修補助事業 H26～ 実施中

50 二番町蔵活用事業 H28～H30 完了

51 小グループまちなか活動支援事業 H29～ 実施中

52 山車会館整備事業 H26～H28 完了

53 匠の技チャレンジショップ事業 H21～ 実施中

54 学生チャレンジショップ事業 H30～ 実施中

55 楽蔵活用促進事業 H26～ 実施中

56 コワーキングスペース設置事業 H30～ 実施中

57 えきかふぇＳＨＩＲＡＫＡＷＡ活用促進事業 H26～ 実施中

58 白河市中心市街地商業活性化アドバイザー活用事業 H19～ 実施中

59 産業支援センター運営事業 H20～ 実施中

60 起業家支援・育成事業 H25～ 実施中

61 経営力強化支援事業 H25～ 実施中

62 地元高校生街なかタイアップ事業 H25～ 実施中

63 まちゼミ事業 H25～ 実施中

64 一店逸品運動 H21～ 実施中

65 魅力発掘飲食店活性化事業（バル・街コン・ちょい飲みツアー） H23～ 実施中

66 駅マルシェ（朝市）の開催 H25～ 実施中

67 街なか休憩所設置事業 H21～ 実施中

68 白河石活用促進事業 H26～ 完了

69 食の商品開発事業 H25～H28 完了

70 白河銘菓開発事業 H26～H27 完了

71 観光アプリ開発事業 H25～ 実施中

72 白河ＣＭ作成事業 H26～H28 完了

73 白河駅前イルミネーション事業 H23～ 実施中

74 平成27年度ふくしまデスティネーションキャンペーン H26～H28 完了

75 敬老会商品券配付事業 H18～ 実施中

76 子育て応援パスポート事業 H19～ 実施中

77 城下町白河お雛様めぐり 毎年3月上旬 実施中

78 しらかわ食と職の祭典 H20～毎年秋 実施中

79 白河商工会議所青年部プロジェクト事業 毎年8月上旬 実施中

80 大昭和祭り H21～H29 完了

81 街なか子ども駅伝大会 H26 完了

82 ご当地キャラこども夢フェスタin白河 H25～ 実施中

83 白河関まつり 毎年8月上旬 実施中

84 白河だるま市 毎年2月11日 実施中

85 市内循環バス事業 H19～ 実施中

86 バス・鉄道利用促進デー H1～ 実施中

87 交通機関等連携観光情報発信事業 H26～ 実施中

88 地域情報ネットワーク事業 H20～ 実施中

89 観光ボランティアガイド事業 H15～ 実施中

90 白河寺院朱印状まわり事業 H21～ 実施中

91 街なか定期座禅会事業 H26～ 実施中

92 宗祇白河紀行連句賞事業 H19～ 実施中

93 歴史・伝統・文化ネットワーク事業 H20～ 実施中

94 白河ふるさと人づくり事業 H26～ 実施中

95 白河小峰城さくらまつり 毎年4月中・下旬 実施中

96 白河提灯まつり 隔年9月中旬 実施中
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（市全域及び中心市街地の年齢 3 区分人口割合） 

 
 

 

  

Ⅲ 中心市街地の現状 

 平成 25 年度を基準年とした人口割合

予測トレンドにおける減少傾向を上回る

推移だが、依然として減少傾向が顕著で

ある。 

平成 28 年度に「子育て世帯集合住宅家

賃補助事業」の対象要件が見直されたこ

とで一定数の増加が図られてきた。 

一方で、主要事業である住宅整備事業

は、資材や人件費の高騰等の理由で事業

の進捗が遅れ、調査日までに期待通りの

効果が発現しなかった。また道路整備の

ための土地買収等により中心市街地外へ

の転出が進んだことなどが重なり、目標

値の達成に至らなかった。 

 

（調 査 月） 

毎年 10 月 

（調査対象） 

 国勢調査における市全域の 

居住者及び住民基本台帳に 

おける中心市街地の居住者 

1 期計画 2 期計画 

居住人口 
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（空き店舗家賃補助事業実績）平成 31 年 3 月 1 日現在 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

1 件 6 件 6 件 ０件 ７件 ３件 3 件 2 件 3 件 2 件 

※補助実績数（平成 21 年度以降）：33 件 

 

（平成 30 年度中心市街地「空き店舗」実態調査結果） 

総数 内訳 

空き店舗件数 貸したい 貸したくない 未回答 

89 30 39 20 

（平成３０年７月白河商工会議所・白河市 調査） 

 

 

  

中心市街地の小売業及び一般飲食

店事業所数は、平成 23 年に発生し

た東日本大震災及び原発事故の影響

などにより、平成 24 年度からは減

少傾向となった。 

しかし「空き店舗家賃補助事業」

や「（仮称）白河市市民文化会館建設

事業」「マイタウン白河活用事業」の

実施が新規出店に繋がったことで予

測トレンドを上回る結果となった。

一方で既存店舗の閉店に歯止めがか

からず、目標値の達成に至らなかっ

た。 

（調 査 月） 

毎年 12 月 

（調査対象） 

 中心市街地における事業所 

 
1 期計画 2 期計画 

事業所数 
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●調査地点 

 
●年次別歩行者通行量 

  

地点 年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

120 95 128 121 81 140 99 109 86 124 124 153

220 165 338 344 404 346 378 411 420 260 303 327

244 157 244 237 370 388 284 269 326 282 395 406

368 234 280 286 619 559 289 263 281 274 359 467

425 595 578 392 545 536 697 557 246 509 428 812

354 107 172 164 286 265 294 300 352 346 308 416

109 77 113 67 186 165 185 125 156 96 98 139

335 193 361 253 243 319 418 233 242 216 232 304

2,175 1,623 2,214 1,864 2,734 2,718 2,644 2,267 2,109 2,107 2,247 3,024

G

H

合計

F

A

B

C

D

E

2 期計画の基準値である平成24

年度の平日歩行者通行量は、東日本

大震災後に仮設住宅へ避難されてい

た方や復興作業員等が大きく反映さ

れていた。しかし復興作業が順調に

進んだことで、2 期計画策定時想定

していたよりも早く通行量が減少し

ていたが、マイタウン白河等の整備

により平成 29 年度より増加に転じ

た。 

平成 30 年度は、穏やかな天候に

恵まれたことや２期計画において整

備した各集客施設等の利用者が街な

かを回遊したこと等によって、全８

地点で前年度より歩行者数が増加

し、目標値を上回った。 

 

 

（調 査 月） 

毎年 2 月又は3 月 

（調査対象） 

 中心市街地 8 地点における、

平日 10 時～18 時までの歩行

者通行量 

1 期計画 2 期計画 

 Ａ：大工町付近 
 Ｂ：白河市役所進入口付近 
 Ｃ：白河駅前（南北） 
 Ｄ：白河駅前（東西） 
 Ｅ：マイタウン白河前 
 Ｆ：ヨークタウン白河横町付近 
 Ｇ：新橋付近（向新蔵） 
 Ｈ：こみねふれあい通り付近 

歩行者通行量 
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平成 30 年 5 月に実施した市民意向調査の結果によると、平成 30 年度調査では、中心市街

地の居住者を増やすための対策は、「空地・空家の解消」が 32.9％と最も多く、次いで「商店

数の増加など、商業機能の充実」が 24.1％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （平成 30 年度市民意向調査より） 

 

 

 

■平成 30 年度第２期白河市中心市街地活性化基本計画に関する市民意向調査 

（１）調査方法：郵送による発送及び回収 

（２）調査期間：平成 30 年５月 25 日～平成 30 年６月 15 日 

（３）回収結果：配布数：1,500 票 

        回収数： 590 票（回収率：39.3％） 

 

■平成 30 年度第２期白河市中心市街地活性化基本計画に関する事業者アンケート調査 

（１）調査方法：郵送による発送及び回収 

（２）調査期間：平成 30 年 6 月 28 日～平成 30 年 7 月 13 日 

（３）回収結果：配布数：223 票 

        回収数： 90 票（回収率：40.4％） 

 

 

 

  

市民ニーズ① 「中心市街地の居住者を増やすための対策」 

空地・空家

の解消, 

32.9%

集合住宅の増加, 

12.4%
公共交通の

充実, 10.8%

商店数の増加など、

商業機能の充実, 

24.1%

その他, 6.8% 無回答, 

13.1%
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市民意向調査の結果によると、平日における中心市街地への来街目的は、「買い物」が 64.3％

と最も多く、次いで「金融機関（銀行・郵便局など）」が 44.2％と続いている。 

 

（平成 30 年度市民意向調査より） 

 

中心市街地に行かない理由は、「中心市街地以外で用が足せる」が 75.2％と最も多く、次い

で「利用したい、買いたいと思う店がない」が 57.1％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 30 年度市民意向調査より） 

 

64.3

44.2

25.2

24.6

24.0

17.1

15.9

14.0

13.0

9.3

7.6

6.2

4.8

4.3

4.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80%

買物

金融機関（銀行・郵便局など）

病院や福祉施設

公共サービス（行政）の利用（市役所など）

公共サービス（文化・交流）の利用（図書館など）

通勤・通学

飲食（日中）

理容店・美容院・マッサージ店・エステ店

散策・散歩・ジョギング

イベントへの参加・見物など

飲食（夜間）

学習塾・習い事

交通拠点（駅やバス停など）の利用

娯楽

その他

社会活動（ボランティア活動、ＮＰＯ活動） ※無回答を除く

75.2

57.1

41.0

10.5

7.6

6.7

6.7

5.7

4.8

4.8

4.8

0% 20% 40% 60% 80%

中心市街地以外で用が足せる

利用したい、買いたいと思う店がない

駐車場が少ない、料金が高い

気軽に休める場所がない

交通手段がない、便数が少ない

雨の日や雪の日に買い物しにくい

店やイベントの開催などの情報が少ない

子どもを遊ばせる場所がない

道路が歩きにくい

トイレ（おむつ替え含む）がない

その他 ※無回答を除く

市民ニーズ② 「中心市街地への来街目的/行かない理由」 
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市民意向調査の結果によると中心市街地の商業機能活性化のために重要なことは、「駐車場の

共同利用など、駐車スペースを確保する」が 65.1％と最も多く、次いで「空き店舗の有効活用

を図る」が 45.3％と続いている。 

 

（平成 30 年度市民意向調査より） 

 

 事業者アンケート調査の結果によると「こだわりのある品揃えなど、店舗の専門性や商品の質

を向上させる」52.2％、「空き店舗の有効活用を図る」47.8％、「駐車場の共同利用など、駐車

スペースを確保する」46.7％の順に回答率が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 30 年度事業者アンケート調査より）  

65.1

45.3

38.5

36.4

26.4

25.1

20.0

18.6

6.1

0% 20% 40% 60% 80%

駐車場の共同利用など、駐車スペースを確保する

空き店舗の有効活用を図る

商店街を楽しく歩けるよう店の外観や通りの街並みを整備

する

こだわりのある品揃えなど、店舗の専門性や商品の質を向

上させる

大型店を誘導する

消費者ニーズに応えるよう、商業経営者の意識を改革する

賑わいや楽しさを盛り上げる集客イベントを展開する

ライフスタイルの変化に合わせて営業時間などを見直す

その他
※無回答を除く

市民ニーズ③ 「中心市街地の商業機能活性化のために重要なこと」 
 

52.2

47.8

46.7

34.4

27.8

25.6

24.4

10.0

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

こだわりのある品揃えなど、店舗の専門性や商品の質を向上

させる

空き店舗の有効活用を図る

駐車場の共同利用など、駐車スペースを確保する

消費者ニーズに応えるよう、商業経営者の意識を改革する

商店街を楽しく歩けるよう店の外観や通りの街並みを整備す

る

賑わいや楽しさを盛り上げる集客イベントを展開する

大型店を誘導する

ライフスタイルの変化に合わせて営業時間などを見直す

その他
※無回答を除く



-15- 

 

  

 

平成 30 年 6 月に実施した事業者アンケート調査の結果によると、中心市街地が活性化しな

い原因として「空き店舗による商店街の空洞化」62.5％、「中心市街地の人口減少」56.3％、

「郊外の大型店の立地」54.2％の順に回答率が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 30 年度事業者アンケート調査より） 

 

 

 

  

事業者アンケート調査の結果によると「空き店舗による商店街の空洞化」に関連する「空き店

舗の有効活用」の回答率 53.3％が最も高い。次いで、「各個店の魅力向上」45.6％、「街なか

居住の推進」41.1％の順に回答率が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 30 年度事業者アンケート調査より） 

市民ニーズ④ 「中心市街地が活性化しない原因」 

市民ニーズ⑤ 「中心市街地活性化のために必要な取組み」 
 

53.3

45.6

41.1

28.9

27.8

17.8

15.6

15.6

14.4

13.3

12.2

10.0
0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

空き店舗の有効活用

各個店の魅力向上

街なか居住の推進

駐車場の整備

核となる大型店の誘致

歴史的・文化的資源を活かした街並み環境の整備

教育・文化施設の充実

物産館など交流拠点となる商業施設の整備

集客イベントの回数増加

循環バスなど公共交通の充実

保育所など子育支援施設の充実

高齢者、障がい者のための福祉施設の充実

その他
※無回答を除く

62.5

56.3

54.2

47.9

43.8

39.6

33.3

31.3

20.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

空き店舗による商店街の空洞化

中心市街地の人口減少

郊外の大型店の立地

核となる店舗がない

経営者の高齢化

活性化に意欲のある事業所が少ない

通信販売の普及

駐車場の不足

商店街の構成が顧客のニーズに合っていない

その他
※無回答を除く
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市民意向調査では、中心市街地に観光客を呼ぶために必要なことは、「城下町としての街並み・

景観の整備を一層推進する」が 26.6％と最も多く占めている。 

 

 
（平成 30 年度市民意向調査より） 

 

 

 

 

 

市民意向調査によるとヨークタウン白河横町店を除き「全く利用しない」が多い回答になっ

ている。 

 

（平成 30 年度市民意向調査より） 

 

城下町としての街並

み・景観の整備を一層

推進する, 26.6%

歴史的・文化的資源

（蔵・町屋・碑など）を有

効活用する, 8.5%

土産屋・物産館な

ど、商業施設の整

備, 10.7%
駐車場の整備, 19.3%

伝統行事がいつで

も見学できるよう

な施設の整備, 

3.9%

定期的なイベント

（朝市など）の開

催, 7.6%

外国人観光客対応体

制の充実, 1.4%

宿泊施設（ホテル

やゲストハウスな

ど）の整備, 5.4%

その他, 2.2%

無回答, 

14.4%

施設名 

利用頻度 

総数 ほぼ毎日 
週 1 回 

程度 

月 1 回 

程度 

年 1 回 

程度 

全く利用 

しない 

場所を 

知らない 
無回答 

図書館 
590 

100％ 

1 

0.2％ 

49 

8.3％ 

144 

24.4％ 

114 

19.3％ 

244 

41.4％ 

4 

0.7％ 

34 

5.8％ 

マイタウン 

白河 

590 

100％ 

0 

0.0％ 

13 

2.2％ 

41 

6.9％ 

129 

21.9％ 

347 

58.8％ 

15 

2.5％ 

45 

7.6％ 

白河文化交流館 

コミネス 

590 

100％ 

0 

0.0% 

6 

1.0％ 

65 

11.0％ 

210 

35.6％ 

265 

44.9％ 

7 

1.2％ 

37 

6.3％ 

えきかふぇ

SHIRAKAWA 

590 

100％ 

0 

0.0% 

0 

0.0% 

18 

3.1％ 

103 

17.5％ 

395 

66.9％ 

27 

4.6％ 

47 

8.0％ 

楽蔵 
590 

100％ 

0 

0.0% 

6 

1.0％ 

38 

6.4％ 

131 

22.2％ 

325 

55.1％ 

45 

7.6% 

45 

7.6% 

ヨークタウン白

河横町 

590 

100％ 

47 

8.0% 

147 

24.9％ 

144 

24.4% 

81 

13.7％ 

131 

22.2% 

17 

2.9％ 

23 

3.9％ 

市民ニーズ⑥ 「中心市街地に観光客を呼ぶために必要なこと」 
 

市民ニーズ⑦ 「1 期及び 2 期計画において整備した施設の利用状況」 
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市民意向調査の結果によると、中心市街地に望むことは、「小売店舗、金融機関、役所、病院

などの施設が集中し、まとまったサービスが提供されること」が 44.4％と最も多く、次いで「車

社会に対応できない高齢者の生活の支援活動（買物などの支援）」が 41.2％と続いている。こ

れは、平成 19 年、25 年調査結果と比較しても、構成比に大きな変動はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 30 年度市民意向調査より） 

 

  

市民ニーズ⑧ 「中心市街地に望むこと」 
 

44.4

41.2

38.0

29.5

28.8

27.5

21.7

16.3

14.9

14.4

5.4

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

小売店舗、金融機関、役所、病院などの施設が集中し、ま

とまったサービスが提供されること

車社会に対応できない高齢者の生活の支援活動（買物な

どの支援）

生鮮食品などを中心とした生活必需品が買えること

地元の人々が集まるコミュニティとしての役割

地域の歴史や伝統・文化を継承する役割

公共交通機関の充実（電車やバスの増便）

新しい産業が活発に創出されること

青少年の教育の場など、健全育成の支援（職場体験学習

の場の提供など）

まちの中心部やその周辺地域の防犯活動（商店街の商店

主などによる防犯パトロール、緊急避難場所の確保など）

地域の情報が集まる場としての役割

望んでいることはない

その他
※無回答を除く
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■成果（効果）の総括 

 

◎白河駅前 

・ 白河駅は年間４０万人を超える乗降者数で推移しており、さらに駅前は、市の循環バスや民間バス、タク

シー等、交通の結節点として多くの人々に利用されている。 

・ また、１期計画では「白河駅舎活用事業」として白河駅待合室に〝えきかふぇ SHIRAKAWA“が開店し、

さらに「観光交流センター整備事業」として観光案内や交流のスペースが整備され、イベント・観光・地域

物産などの様々な情報の発信及び交流の拠点が形成された。 

 

◎白河駅（西側エリア） 

・ 白河駅西側エリアでは、１期計画及び２期計画の取り組みにより白河文化交流館コミネスや市立図書館、

駅前イベント広場が整備され、白河駅を起点とする西側エリアまでの導線が形成された。この主要３施設を

合わせると年間５０万人を超える利用者が見られ、本市を代表する集客拠点であるとともに、様々な情報の

発信拠点も担っている。 

・ また、那須連山の秀麗な山並みと小峰城、白河市立図書館等、自然、歴史、文化の融合した景観づくりが

評価され、平成２６年度には、国土交通省・都市景観大賞の「都市空間部門優秀賞」を受賞するなど、街の

顔にふさわしい景観が形成されている。 

 

◎白河駅（東側エリア） 

・ 白河駅東側エリアでは、１期計画の「旧農協会館住宅整備事業」により、テナントと住宅の複合ビル「レ

ジデンス楽市-Ⅰ」が平成２５年度に建設され、現在も入居率１００％の状況が続くなど、居住人口の増加

に寄与している。続く２期計画では、「旧商工会議所会館跡地住宅整備事業」として、レジデンス楽市-Ⅰの

隣接地への住宅整備が平成３０年度に完了し、街なか居住促進に向けた新たな基盤が形成され、今後、子育

て世代を中心に更なる居住が期待されるエリアとなっている。 

 

◎白河駅（南側エリア） 

・ 白河駅南側エリアでは、２期計画の「市民駐車場整備事業」及び「市民会館南線・北線整備事業」により、

市役所本庁舎に隣接する旧市民会館を解体して「市民駐車場」が整備されるとともに、白河駅白坂線との連

続性を確保した道路整備により、駐車スペースが多い市役所本庁舎周辺と白河駅前を結ぶ新たなアクセス拠

点として、中心市街地の利便性の向上に寄与している。 

・ また、１期計画の「街並み景観保全事業」により白河駅前交番を移転・新築することで、市民の誇りであ

る小峰城の視点場が創出されるとともに、市街地の中央を貫流する谷津田川や友月山、小南湖などへの回遊

性向上にも寄与している。 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 効果と課題 
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◎旧奥州街道沿線 

・ 中心市街地の拠点施設である市民交流センター（マイタウン白河）の大規模改修をはじめ、旧脇本陣柳屋

旅館・蔵座敷の改修などにより、旧奥州街道沿いの本町周辺の回遊環境が形成され、白河駅周辺に次いで集

客力が高く、幅広い世代の交流づくりに寄与している。 

・ 旧奥州街道沿いでは、中町蔵活用事業として整備された「中町小路・楽蔵」や、商業施設整備事業として

白河厚生総合病院跡地に誘致した「ヨークタウン白河横町」のオープンにより、中心市街地の魅力や買い物

利便性の向上に寄与している。 

・ 二番町地区では、二番町蔵活用事業として歴史的風致形成建造物の修景が図られるとともに、隣接地には

二番町住宅整備事業として民間施行の集合住宅が整備されるなど、新白河方面へ繋がる新たな拠点が形成さ

れてきた。 

・ また、本市の伝統行事である「白河提灯まつり」の山車・屋台を展示する施設の整備や、町名由来・まち

歩きの案内看板設置による情報発信が旧奥州街道沿いを中心に行われた。 

さらに、現在整備が進められている国道２９４号白河バイパス沿線では、市民の憩いの場として風光明

媚な「小南湖」の周辺整備が完了する等、街なか回遊環境の整備が図られてきた。 

 

○主な施設の利用状況（Ｈ２９） 

エリア 施設名 人数 

白河駅前 

白河駅乗降者 ４５８,０００人（概算） 

えきかふぇ １６,２８９人 

観光案内所 １７,６８７人 

白河駅西側 

白河文化交流館コミネス １２９,０１５人 

白河市立図書館 ２９１,２１３人 

イベント広場 
１７５,９２０人（概算） 

（イルミネーションを除く） 

小峰城 

小峰城三重櫓 ８０,９６５人 

二ノ丸茶屋 ４０,３７５人（Ｈ２８） 

白河集古苑 ９,９４１人 

本町周辺 マイタウン白河 １５８,６１８人 

中町周辺 中町小路 楽蔵 ４０,５１０人 

天神町周辺 中央公民館 ５０,１０７人 
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■今後の課題  

今後の人口減少・少子高齢社会に備えるとともに、本市の２期１０年にわたる取り組みの成果・効果を深化

させるため、特に次の課題に取り組んでいく必要がある。 

 

①既存ストック（空き家、空き店舗）の有効活用 

  平成２７年度に実施した空き家等実施調査の結果、白河市役所本庁舎周辺市街地で多くの空き家が発生し

ており、「中心市街地「空き店舗」実態調査」においても中心市街地区域内には８９か所の空き店舗発生し

ていることから、空き家、空き店舗の有効活用を一層進め解消していく必要がある。 

 

②集客拠点施設の賑わいを中心市街地全体へ波及 

中心市街地の集客拠点である「白河駅西側エリア」への導線を強化するため、各施設の認知度を高めて

更なる利用促進を図るとともに、各施設の賑わいを街なかへ波及させる取り組みの推進が必要である。 

 

③白河駅東側の魅力の創出 

本市の観光拠点である小峰城は、石垣復旧が概ね完了し、二ノ丸茶屋や白河集古苑の改修により、魅力

はさらに高まっている。このため、小峰城へ繋がる“こみねふれあい通り”に隣接する「コンピエーニュ

広場」の有効活用を図る等、駅東側の魅力創出を進めることで、新たに「白河駅東側エリア」の導線を形

成していく必要がある。 

 

④駅前から本町周辺までの回遊の促進 

街なか居住促進の核としてまちづくり会社が建設した集合住宅（レジデンス楽市Ⅰ・Ⅱ）が立地する駅

東側エリアは、子育て世代賃貸住宅家賃補助事業の活用と併せ、子育て世代の居住が期待されるエリアで

ある。このため、再オープン後に順調な利用が続くマイタウン白河の新たな魅力となる「白河市屋内遊び

場「わんぱーく」」の活用をはじめ、駅前東公園や本町ポケットパーク等の憩いの空間づくりを推進し、駅

東側エリアから本町周辺までの回遊促進につなげていくことが必要である。 

 

⑤来街者等を誘導する商店街の活性化策の推進 

白河駅白坂線と旧奥州街道が交差する中町周辺には、街なか商業施設の中核を担う「中町小路・楽蔵」

が立地している。当該エリアは、新たなアクセス拠点である「市民駐車場」の整備により交通利便性が格

段に高まっていることから、今後、楽蔵の活性化を中心に各個店の魅力向上を図ることで、施設利用者や

来街者、観光客など、白河駅前の賑わいを商店街へ誘導する取り組みの推進が必要である。 

 

⑥交流人口の拡大に向けた情報発信力の強化 

民間バス及び市内循環バスの運行により、来街者の中心市街地区域内の移動が促進されてきたほか、都市

計画道路西郷搦目線（登町工区）の開通や国道２９４号白河バイパスの整備により、今後も中心市街地

への交通利便性は高まることから、中心市街地の魅力向上及び情報発信の強化等に取り組むことで、交

流人口の一層の拡大を図っていくことが必要である。 
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▼アンケートからみる中心市街地活性化の課題 

 

▼既存ストック（空き家、空き店舗）の有効活用 

 

 

▼魅力的な店舗づくり等買物環境の充実 

 

 

 

▼２期計画で形成した環境の活用 

 

 

 

 

 

 

中心市街地内の居住者を増やすための対策として、「空き地・空き家の解消」「商店数の増

加等の商業機能の充実」が上位としてあげられており、また商業機能活性化に重要なこと

として、「空き店舗の有効活用」との回答率が高くなっている。 

中心市街地が活性化しない理由としても「空き店舗による商店街の空洞化」があげられる

ほど、市民・事業者共に活性化には重要であると考えられている。 

今後、魅力的な店舗等の買い物環境の形成、良好な街なみ、景観整備の阻害要因となりえ

る空き店舗や空き家の有効活用を一層進め、解消していく必要がある。 

 

来街目的及び居住したい理由として「買物」が上位の理由としてあげられている一方で、

中心市街地に行かない理由として「利用したい、買いたいと思う店がない」が上位にあげ

られる等、市民のニーズが多様化するなか既存店舗の廃業等による店舗連続性の欠如が顕

著化し商店街としての魅力が減少していることは否めない。今後、各店舗の強みと市民ニ

ーズを充分踏まえた事業の再構築を図る等、より一層の買い物環境の充実及び魅力向上が

必要である。 

中心市街地に観光客を呼ぶために必要なこととして、「城下町としての街並み・景観の整

備を一層推進する」との回答が最も多くあげられている。これまでも歴史・伝統・文化と

いった足元にある資源を活かしたまちづくりに取り組んできたが、今後も継続していくこ

とが求められている。 

一方、１期、２期計画において整備した各施設の利用について、多くの施設において全く

利用しないとの回答が多くあがった。今後は、これらの施設利用を促進するとともに、集

客施設利用者が街なか回遊を促進する取り組みを推進する。 
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２期１０年に亘る取組みの効果・課題や市民アンケート等の結果を踏まえ、人口減少や少子高

齢化に念頭を置きつつ、今後も本市中心市街地の特性である城下町として発展してきた歴史やそ

こで培われた伝統・文化などの足元にある資源を活かし、生活者にとって暮らしやすさや快適さ

が感じられるまちづくりを一層推進するため、第２期計画のコンセプト及び基本方針を継承し、

「歴史・伝統・文化が息づく市民共楽の城下町」の実現を目指す。 

 

 

目指す姿 

歴史・伝統・文化が息づく市民共楽の城下町 

～城下町として発展してきた歴史・伝統・文化等の足元にある資源を活かし、誰もが

暮らしやすく、活力と賑わいのあふれるまちへ～ 

 

活性化への

課題 

課題１ 

居住人口の増加 

課題２ 

経済活力の向上 

課題３ 

来街者の増加 

 

 

 

基本方針 
①城下町の快適な 

暮らしづくり 

②匠の技とおもてなしの 

商店街づくり 

③市民共楽のふるさと 

づくり 

目標 

「街なか居住の促進」 

 

 

幅広い世代が暮らしやすさ

を感じる住環境の向上によ

り、街なか居住の促進を目

指す。 

「活気あふれる商店街 

づくり」 

 

魅力ある店舗等の集積とお

もてなしの取り組みによ

り、活気あふれる商店街づ

くりを目指す。 

「誰もが集い、楽しめる 

街づくり」 

 

集客・回遊拠点の活用促進

により、誰もが集い、楽し

める街を目指す。 

目標指標 
市全域に対する中心市街地

の居住人口の割合（%） 

小売業及び一般飲食店 

事業所数 

（事業所） 

平日歩行者数 

（人/日） 

基本施策 １居住支援の充実 

２空き家の利活用促進 

３快適な市街地環境の 

整備 

４交通環境の整備改善 

１商業機能の集積強化 

２まちなか創業の促進 

３商店街の魅力育成・ 

発信 

 

１交流人口を増やす 

にぎわいづくり 

２まちなかの回遊性の 

向上 

３多様な交流を促進す 

る拠点・体制づくり 

 

 

Ⅴ 第 3 期中心市街地活性化基本計画の考え方 
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○基本施策の取り組み（計画掲載事業：98事業） 

基本方針１：城下町の快適な暮らしづくり  計 22 事業 

目標指標 1 市全域に対する中心市街地の居住人口の割合 

 

基本施策 取り組み項目 

１居住支援の充実 

①住宅取得・改修等の支援 

②若者・子育て世代への支援 

③民間開発の支援 

④住宅情報の発信 

２空き家の利活用促進 
①空き家利活用の体制づくり 

②空き家の改修・解体の支援 

３快適な市街地環境の整備 
①安全・安心な街路の整備 

②良好なまちなか景観の形成 

４交通環境の整備改善 
①公共交通ネットワークの充実 

②バス利用促進策の推進 

 

基本方針２：匠の技とおもてなしの商店街づくり 計２２事業 

目標指標２ 小売業及び一般飲食店事業所数（事業所） 

 

基本施策 取り組み項目 

１商業機能の集積強化 

①空き店舗の活用促進 

②商店街機能の再生 

③商店街の利便性の向上 

２まちなか創業の促進 
①まちなか創業の支援 

②事業承継の支援 

３商店街の魅力育成・発信 
①商店街の魅力向上 

②商店街・地場産品の情報発信 

【基準値】 

4.11 

（Ｈ30） 

【目標数値】 

4.09 

（R5） 

【基準値】 

171 

（Ｈ30） 

【目標数値】 

171 

（R5） 

【予測トレンド】 

3.85 

（R5） 

【予測トレンド】 

157 

（R5） 

集合住宅整備事業、住宅関

連施策の効果分を加味し

た。 

空き店舗対策事業のこれ

までの実績と事業促進に

よる増加見込み分を加味

した。 
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基本方針３：市民共楽のふるさとづくり 計５４事業 

目標指標３ 平日歩行者数（人/日） ※時期、地点変更 

 

基本施策 取り組み項目 

１交流人口を増やすにぎわいづくり 

①歴史文化資源の活用による魅力づくり 

②文化芸術活動の推進によるにぎわいづくり 

③伝統行事やイベントによるにぎわいづくり 

④公共空間等の活用促進 

２まちなかの回遊性の向上 
①集客拠点施設利用者の回遊促進 

②まちなか観光・まち歩きの推進 

３多様な交流を促進する拠点・体制づくり 

①幅広い世代の交流の場の充実 

②まちづくりの推進体制の強化 

③まちなか情報の発信強化 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２９年１０月平日歩行者数）合計：４,４５７（人／日） 

地点 A B C D E F G H 

歩行者数 １５６ ４３４ ６３９ ９０１ ５９４ １１３ ４５６ 1,164 

 

 

【基準値】 

4,457 

（Ｈ29） 

【目標数値】 

4,540 

（R５） 

【予測トレンド】 

4,379 

（R５） 

屋内遊び場利用者増加分

や施設利用者を中心市街

地区域内に誘導する取組

み等を加味した。 

A：大工町付近 

B：白河市役所進入口付近 

C：白河駅前 

D：マイタウン白河前 

E：ヨークタウン白河横町 

付近 

F：新蔵付近（向新蔵） 

G：白河市立図書館前 

H：天神町付近 

 

 

 

 

 

  

 

 
B 

C 

 

D 

 

 

E 

 

F 

 

 

G 

 

H

H 

H 
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■「第 3 期白河市中心市街地活性化基本計画」事業一覧 
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-34- 

 

 

 

 

白河市の中心市街地は、江戸時代の白河藩 10 万石の城下町として形成された。明治 20 年に

は鉄道が開通し、白河駅が置かれた。昭和 57 年の東北新幹線開業以後は新幹線停車駅である新

白河駅周辺に大規模小売店の出店が進み、二極化が見られるものの、白河小峰城を中心として発

展してきた街の歴史性や、市役所、図書館、病院、銀行、郵便局、公民館などの都市福利施設が

集積する中心性から、1 期計画及び 2 期計画から引き続き 3 期計画においても基本的に白河駅

周辺を中心市街地と位置付ける。 

 

※都市福利施設⇒ 教育文化施設、医療施設、社会福祉施設その他の都市の居住者等の 

                  共同の福祉又は利便のため必要な施設（中活法第 7 条より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリア 
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１．計画の推進  

 

 中心市街地の活性化に向けては、計画を推進する組織が主体的に活動することが大切になる。 

 本計画において実施する事業については、中心市街地計画区域内で実施される市の事業に加え、商業団体や

民間団体等により実施される事業も位置づけられる。 

 計画に位置づける事業については、計画を推進する組織の中で検討し、随時見直しを行う。 

 

２．計画を推進する体制  

 

 本計画を推進する組織として、行政と民間が対等な立場で主体的に進行管理をすることが求められます。 

そのため計画を推進するにあたっては、市、商工会議所、まちづくり会社、民間団体等との連携を重視する。 

 本計画の進行管理は「白河市中心市街地活性化協議会」を中心に、目標指標の達成状況等を把握しながら、

適切な進行管理を行う。 

 また、施策の実効性を高めていくため、各関係団体と連携し、「計画（Plan）」「実行（Do）」「評価（Check）」

「見直し（Action）」という一連の流れを繰り返しながら、適切な評価、検証を行い、継続的な改善を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 計画の推進 


